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研究に専念する時間の確保 参考資料集

ｰ 研究力強化・若手研究者支援総合パッケージフォローアップ ｰ

令和５年３月３０日



研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ（令和２年１月２３日）



総合科学技術・イノベーション会議
木曜会合 R1.8.8 （中間まとめ）研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ（令和２年１月２３日）より抜粋
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研究時間に関するデータ
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研究時間に関するデータ

内閣府 科学技術政策担当大臣等政務三役と総合科学技術・イノベーション会議有識者議員との会合（令和元年８月８日）より抜粋
NISTEP定点調査の回答動向の背景要因、科学技術予測調査等について 資料３より抜粋
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総合科学技術・イノベーション会議
木曜会合 R1.8.8研究時間に関するデータ
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NISTEP定点調査の回答動向の背景要因、科学技術予測調査等について 資料３より抜粋
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研究に専念する時間の確保（中間まとめ）
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研究に専念する時間の確保（中間まとめ）
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課題 事項

各大学における機
器整備状況及び共
用状況の把握

各大学および各大
学の枠を超えた機
器共用体制の構築

機器共用を支える
技術職員の配置

技術職員のキャリ
アパスの明確化

研究に力を入れている大学について機器共用を「見える化」するための
データを収集し、それを通じた共用状況の把握を検討。

地域、分野を考慮の上、日本全体で最適となる体制を検討（大学共同利用
機関の活用も考慮）。この際、これを支える技術職員の配置計画もあわせ
て検討。

（検討オプション）
① 複数の大学による連携体制を構築した上で、中核となる大学が運営
② 上記連携体制を構築した上で、その運営を、連携する大学群が共同で
設立する外部化法人又は民間企業に委ねる

③ 各連携体制の運営を大学共同利用機関あるいは独立行政法人に委ねる

※大学ファンド、地域中核・特色ある大学振興パッケージとの連動を考慮

機器共用を通じた技術職員の活用を促進するため、技術職員のキャリアパ
スを明確化

中間まとめ抜粋：今後取り組むべき／検討すべき事項から抜粋
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課題 事項

各大学における研
究データ管理・利
活用体制の整備

各大学の実情に応じた体制の検討
⇒NIIの支援により大学の特徴に応じた体制を整備

各大学に必要なデータキュレーター等専門人材の確保

（検討オプション）
① 各大学において人材を確保
② 専門人材確保のための相談体制の構築

機器共用施策と研究データ管理・利活用施策を連動し、以下を検討
１．機器から得られる各種データを自動的に保存管理するシステム
２．リモートで各種機器を利用できるシステム

URAの質・量の確
保

質保証制度の実施
各大学においてURA確保方策を検討（財源確保が課題）
大学の枠を超えたURA体制の検討

（中間まとめ）中間まとめ抜粋：今後取り組むべき／検討すべき事項から抜粋
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課題 事項

競争的研究費のあり
方等の再検討

機器の共用体制整備等を合わせ、以下を検討
１．競争的研究費のうち一定割合を占める機器設備に係る経費の取扱の最
適化（機器設備よりもむしろ人件費に使う方向）

２．研究から生じるデータのマネジメント、研究を支援するURA等人材の
配置等を考慮した間接経費のあり方

３．e-Radを活用した研究資産の登録

大学の評価疲れ等の改善のため、DXを活用した評価・申請プロセスの効
率化を検討

（中間まとめ）中間まとめ抜粋：今後取り組むべき／検討すべき事項から抜粋



研究に専念する時間の確保に関するガイドラインと
地域中核・特色のある研究大学総合振興パッケージ（改定）の連動
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（中間まとめ）研究時間確保のガイドラインの位置づけ

研究時間確保のガイドライン

研究力強化やマネジメント改革等の計画・推進
→研究時間の質・量の向上、外部連携強化、教育改革など…

各大学（主に研究大学を目指す大学）

総合振興パッケージ等の取り組み
連動 研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ

研究環境の抜本的強化、研究・教育活動時間の十分
な確保、などについて明記されている。

各大学の強みや今後の方針に基づき、
マネジメント層が、取り組むテーマを設定

取り組むと設定したテーマ

（当面）取り組まないテーマ

• 大学ごとの選択（イメージ）

各大学のマネジメント層が、
研究力の向上を目指した方針
や施策の提案を実施する

地域中核・特色ある研究大学
における研究力の向上

申請・提案 採択・支援

実行

うち、７つのテーマを提示

「地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ（総合振興パッケージ）」との連動における、
本議論（本ガイドライン案）の位置づけを下記の通り整理する。
今回の議論

大学に求める
ものではない
ため別途議論

これまで研究時間は、８つのテーマに分けて検討

 総合振興パッケージ
（大学の様々な）機能の強化に資する既存の支援に加
え、国際卓越研究大学制度にも繋がる橋渡しも念頭に、
研究活動を核として大学の力を向上させる大学として
の体質改善を促し、機能を全体として強化し支え続け
るために必要な経営力を培う支援が不可欠

（その他、研究環境の改善に資する事業なども含む）

※事業において、研究時間の質・量の向上に資する取組を行う大学に限る。
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